
提

出

者

保

坂

展

人

平
成
十
三
年
八
月
十
日
提
出

質

問

第

一

六

号

死
刑
制
度
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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死
刑
制
度
に
関
す
る
質
問
主
意
書

先
の
国
会
で
提
出
し
た
「
検
事
ら
の
待
遇
と
死
刑
執
行
な
ど
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
に
対
す
る
七
月
十
七
日
付
け
政
府
答

弁
書
（
以
下
「
七
月
答
弁
書
」
と
す
る
）
の
内
容
に
つ
い
て
質
問
す
る
と
と
も
に
、
死
刑
制
度
全
般
に
つ
い
て
も
問
う
。

一

検
事
ら
の
高
給

（
�
）

七
月
答
弁
書
の
別
表
一
記
載
の
給
与
額
に
は
、
各
種
手
当
は
含
ま
れ
て
い
る
か
。
含
ま
れ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、

各
種
手
当
に
つ
い
て
説
明
し
、
各
種
手
当
が
最
も
多
く
支
給
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
各
区
分
ご
と
に
年
収

額
を
示
さ
れ
た
い
。

（
�
）

七
月
答
弁
書
に
よ
る
と
、
四
十
歳
以
上
の
民
間
企
業
従
業
員
の
平
均
年
収
は
約
五
百
七
十
万
円
で
、
企
業
規
模
百

人
以
上
か
つ
事
業
所
規
模
五
十
人
以
上
の
「
事
務
部
長
」
で
も
平
均
年
収
は
約
千
二
百
万
円
な
の
に
、
五
十
歳
前
後

で
年
収
二
千
万
円
を
超
え
る
裁
判
官
や
検
事
の
給
与
は
高
す
ぎ
な
い
か
。

（
�
）

弁
護
士
の
平
均
年
収
は
約
千
五
百
万
円
と
聞
い
て
い
る
が
、
任
官
者
の
待
遇
を
よ
く
す
る
こ
と
で
、
人
材
を
集
め

て
い
る
の
か
。

（
�
）

金
融
庁
や
内
閣
法
制
局
な
ど
に
出
向
中
の
検
事
は
、
出
向
先
の
職
員
と
同
等
の
給
与
か
、
そ
れ
と
も
検
事
と
し
て

一



の
給
与
を
支
給
さ
れ
る
の
か
。

（
�
）

七
月
答
弁
書
に
よ
る
と
、
事
務
次
官
と
同
額
以
上
の
給
与
を
受
け
て
い
る
検
事
は
六
十
四
人
、
裁
判
官
は
二
百
五

十
一
人
と
あ
る
が
、
政
府
は
事
務
次
官
の
職
務
に
比
し
、
相
当
な
待
遇
と
考
え
て
い
る
か
。

（
�
）

報
道
関
係
者
に
よ
る
と
、
財
務
省
が
先
の
「
大
蔵
省
汚
職
」
を
遺
恨
に
思
い
、
法
務
省
予
算
を
厳
し
く
査
定
す
る

た
め
、
法
務
省
は
検
察
捜
査
の
捜
査
対
象
と
も
な
り
う
る
政
治
家
に
予
算
の
陳
情
を
繰
り
返
し
、
東
京
地
検
特
捜
部

な
ど
の
検
事
が
萎
縮
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
事
実
か
。

（
�
）

政
府
を
構
成
す
る
政
治
家
、
与
党
も
含
め
て
捜
査
対
象
と
す
る
検
察
の
厳
正
さ
を
確
保
す
る
た
め
、
検
事
ら
の
適

当
な
待
遇
と
法
務
省
・
検
察
庁
な
ど
の
職
責
に
見
合
っ
た
予
算
に
つ
い
て
、
政
府
は
意
を
尽
く
し
て
い
る
か
。

（
�
）

現
在
の
公
証
人
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
政
府
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
見
直
し
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い

る
か
。

二

死
刑

（
�
）

六
月
二
十
五
日
に
欧
州
評
議
会
の
議
員
会
議
が
日
本
な
ど
の
死
刑
制
度
に
関
し
て
行
っ
た
決
議
で
、
非
難
さ
れ
た

「
少
年
の
犯
罪
者
、
精
神
病
又
は
知
的
遅
延
を
持
つ
者
に
対
す
る
死
刑
の
執
行
」
は
戦
後
、
何
件
あ
る
か
。

二



（
�
）

同
決
議
で
非
難
さ
れ
た
「
死
刑
判
決
に
対
す
る
強
制
上
訴
制
度
を
欠
い
て
い
る
こ
と
」
に
つ
い
て
、
な
ぜ
強
制
上

訴
制
度
が
な
い
の
か
。

（
�
）

同
決
議
で
懸
念
さ
れ
た
「
死
刑
囚
房
に
お
い
て
精
神
的
な
苦
痛
が
こ
う
進
す
る
状
況
」
は
戦
後
、
何
件
把
握
し
て

い
る
か
。

（
�
）

同
決
議
は
「
死
刑
制
度
に
対
す
る
公
衆
の
高
い
支
持
の
よ
う
な
死
刑
制
度
廃
止
に
対
す
る
種
々
の
障
害
は
認
識
す

る
が
、
こ
れ
ら
の
障
害
は
欧
州
の
経
験
が
示
す
よ
う
に
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
克
服
す
べ
き
も
の
で
あ
る
」

と
し
て
い
る
が
、
日
本
は
克
服
で
き
な
い
と
考
え
る
か
。
あ
る
い
は
克
服
す
る
必
要
が
な
い
と
考
え
て
い
る
の
か
。

（
�
）

同
決
議
が
要
求
す
る
「
遅
滞
な
く
死
刑
執
行
に
関
す
る
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
を
実
施
し
、
死
刑
制
度
廃
止
に
向
け
た
必

要
な
手
段
を
採
る
こ
と
」
は
無
視
す
る
の
か
。

（
�
）

同
決
議
が
要
求
す
る
「
死
刑
囚
房
現
象
の
軽
減
（
執
行
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
秘
密
性
及
び
権
利
と
自
由
の
す
べ

て
の
不
必
要
な
制
限
の
終
了
並
び
に
判
決
後
及
び
上
訴
後
の
司
法
的
見
直
し
へ
の
ア
ク
セ
ス
拡
大
を
含
む
）
を
目
的

と
し
て
、
死
刑
囚
房
に
お
け
る
条
件
の
改
善
を
図
る
こ
と
」
は
無
視
す
る
の
か
。

（
�
）

同
決
議
は
「
欧
州
評
議
会
と
日
本
及
び
米
国
と
の
間
の
価
値
の
基
本
的
な
相
違
を
深
く
嘆
き
、
両
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

三



国
に
そ
の
相
違
を
な
く
す
た
め
に
真
剣
な
努
力
を
行
う
よ
う
に
促
す
」
と
し
て
い
る
が
、
無
視
す
る
の
か
。

（
�
）

七
月
答
弁
書
に
よ
る
と
、
死
刑
制
度
の
存
続
の
問
題
は
各
国
の
「
国
民
感
情
」
「
犯
罪
情
勢
」
「
刑
事
政
策
の
在

り
方
」
な
ど
を
踏
ま
え
て
慎
重
に
検
討
し
、
独
自
に
決
定
す
べ
き
も
の
と
し
て
い
る
が
、
政
府
は
現
在
の
「
国
民
感

情
」
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。
各
種
世
論
調
査
の
結
果
や
動
向
、
犯
罪
被
害
者
の
多
様
な
意
向

な
ど
を
踏
ま
え
て
詳
し
く
説
明
さ
れ
た
い
。

（
�
）

現
在
の
「
犯
罪
情
勢
」
に
つ
い
て
、
各
種
統
計
を
踏
ま
え
て
詳
し
く
説
明
さ
れ
た
い
。
こ
う
し
た
犯
罪
情
勢
に

至
っ
た
原
因
、
政
府
の
こ
れ
ま
で
の
対
応
、
一
連
の
警
察
不
祥
事
が
与
え
た
影
響
な
ど
に
も
言
及
さ
れ
た
い
。

（
��
）

現
在
の
「
刑
事
政
策
の
在
り
方
」
に
つ
い
て
、
政
府
の
基
本
的
な
見
解
、
こ
れ
ま
で
の
具
体
的
な
政
策
を
説
明
さ

れ
た
い
。

（
��
）

七
月
答
弁
書
は
「
死
刑
確
定
者
等
に
対
し
て
は
、
そ
の
心
情
の
安
定
が
得
ら
れ
る
よ
う
種
々
の
配
慮
に
努
め
て
い

る
」
と
し
て
い
る
が
、
「
種
々
の
配
慮
」
を
具
体
的
に
説
明
さ
れ
た
い
。

（
��
）

死
刑
に
か
か
わ
る
情
報
公
開
で
、
刑
の
執
行
を
受
け
た
人
や
そ
の
関
係
者
に
不
利
益
や
精
神
的
苦
痛
を
与
え
た
具

体
的
な
ケ
ー
ス
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
他
の
死
刑
確
定
者
の
心
情
の
安
定
を
損
な
う
結
果
を
招
い
た
ケ
ー
ス

四



を
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。
そ
れ
ぞ
れ
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
、
個
別
の
事
例
が
特
定
さ
れ
な
い
表
現
で
答
弁
さ

れ
た
い
。

（
��
）

七
月
答
弁
書
は
刑
事
司
法
手
続
き
で
の
人
権
へ
の
配
慮
と
し
て
「
捜
査
段
階
か
ら
被
疑
者
に
対
し
て
弁
護
人
を
選

任
す
る
権
利
が
保
障
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
を
挙
げ
る
が
、
政
府
の
司
法
制
度
改
革
審
議
会
が
意
見
書
で
公
的
な
被
疑

者
弁
護
制
度
を
提
言
し
た
よ
う
に
、
現
行
制
度
で
は
不
十
分
で
は
な
い
の
か
。

（
��
）

一
九
九
八
年
六
月
十
七
日
提
出
の
「
死
刑
制
度
な
ど
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
に
対
す
る
答
弁
書
（
以
下
「
九
八

年
答
弁
書
」
と
す
る
）
に
よ
る
と
、
改
正
刑
法
草
案
は
「
死
刑
を
存
置
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
適
用
を
な
る
べ
く
制

限
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
の
考
え
に
基
づ
き
」
、
現
行
刑
法
で
死
刑
を
定
め
る
罪
の
一
部
に
つ
い
て
、
死
刑
を
定
め

な
か
っ
た
。
同
草
案
策
定
時
に
「
死
刑
を
存
置
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
適
用
を
な
る
べ
く
制
限
す
る
の
が
望
ま
し

い
」
と
考
え
ら
れ
た
の
は
な
ぜ
か
。
現
在
と
異
同
は
あ
る
か
。

（
��
）

一
九
六
三
年
三
月
十
五
日
の
法
務
省
矯
正
局
長
依
命
通
達
が
出
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、
九
八
年
答
弁
書
は
「
死

刑
確
定
者
の
接
見
及
び
信
書
の
発
受
に
つ
い
て
の
監
獄
法
の
解
釈
運
用
に
つ
き
、
一
部
に
疑
義
を
差
し
挟
む
向
き
も

あ
っ
た
」
と
し
て
い
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
「
疑
義
」
が
差
し
挟
ま
れ
た
の
か
。

五



（
��
）

九
八
年
答
弁
書
に
よ
る
と
、
カ
ナ
ダ
が
死
刑
を
廃
止
し
た
過
程
で
「
人
間
の
尊
厳
を
尊
重
す
る
姿
勢
を
示
す
必
要

が
あ
る
こ
と
」
「
死
刑
制
度
の
存
在
に
よ
り
裁
判
官
が
正
当
に
刑
罰
を
科
す
こ
と
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
心
理
的
傾

向
を
生
み
が
ち
で
あ
る
こ
と
」
な
ど
が
指
摘
さ
れ
た
。
政
府
は
「
人
間
の
尊
厳
を
尊
重
す
る
姿
勢
を
示
す
必
要
」
は

な
い
と
考
え
る
か
。

（
��
）

日
本
に
お
い
て
は
「
死
刑
制
度
の
存
在
に
よ
り
裁
判
官
が
正
当
に
刑
罰
を
科
す
こ
と
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
心
理

的
傾
向
を
生
み
が
ち
で
あ
る
こ
と
」
は
な
い
の
か
。

（
��
）

九
八
年
答
弁
書
に
よ
る
と
、
ア
メ
リ
カ
で
死
刑
を
廃
止
し
て
い
る
の
は
十
二
州
と
コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
区
と
さ
れ
る

が
、
各
州
区
に
お
い
て
死
刑
が
廃
止
さ
れ
た
経
緯
を
説
明
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
死
刑
の
廃
止
前
と
廃
止
後
の
死
刑
対

象
犯
罪
の
増
減
に
つ
い
て
も
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
��
）

九
八
年
答
弁
書
に
よ
る
と
、
憲
法
前
文
の
「
わ
れ
ら
は
、
平
和
を
維
持
し
、
専
制
と
隷
従
、
圧
迫
と
偏
狭
を
地
上

か
ら
永
遠
に
除
去
し
よ
う
と
努
め
て
い
る
国
際
社
会
に
お
い
て
、
名
誉
あ
る
地
位
を
占
め
た
い
と
思
う
」
は
、
平
和

主
義
の
立
場
を
宣
明
し
た
も
の
で
、
死
刑
の
存
廃
や
死
刑
に
関
す
る
情
報
公
開
の
具
体
的
程
度
に
つ
い
て
の
国
の
態

度
と
は
関
係
が
な
い
と
考
え
て
い
る
よ
う
だ
が
、
欧
州
評
議
会
の
決
議
な
ど
の
「
国
際
社
会
に
お
い
て
」
、
死
刑
の
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存
廃
や
死
刑
に
関
す
る
情
報
公
開
の
具
体
的
程
度
が
問
題
と
さ
れ
て
お
り
、
「
名
誉
あ
る
地
位
」
を
占
め
る
に
は
、

関
係
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

（
��
）

九
八
年
答
弁
書
の
冤
罪
に
関
す
る
部
分
で
、
政
府
は
「
新
た
に
検
察
官
に
証
拠
開
示
を
義
務
付
け
る
法
律
を
制
定

す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
」
と
し
て
い
る
が
、
司
法
制
度
改
革
審
議
会
の
意
見
書
は
、
証
拠
開
示
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
提
言
し
た
か
。
そ
う
し
た
提
言
と
な
っ
た
議
論
の
経
緯
も
説
明
さ
れ
た
い
。

（
��
）

九
八
年
答
弁
書
で
、
政
府
は
「
我
が
国
に
お
い
て
は
、
令
状
主
義
及
び
厳
格
な
証
拠
法
則
が
採
用
さ
れ
、
三
審
制

が
保
障
さ
れ
る
な
ど
、
捜
査
公
判
を
通
じ
て
慎
重
な
手
続
に
よ
り
有
罪
が
確
定
さ
れ
て
い
る
上
、
再
審
制
度
が
保
障

さ
れ
て
お
り
、
有
罪
を
認
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
適
正
な
判
断
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
加
え

て
、
死
刑
は
、
そ
の
言
渡
し
を
受
け
た
者
の
生
命
を
断
つ
極
刑
で
あ
り
、
一
度
執
行
さ
れ
れ
ば
回
復
し
難
い
こ
と
と

な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
死
刑
の
執
行
停
止
、
再
審
又
は
非
常
上
告
の
事
由
の
有
無
等
に
つ
い
て
慎
重
に
検
討
す
る

た
め
に
、
判
決
及
び
確
定
記
録
の
内
容
を
十
分
精
査
せ
し
め
て
い
る
の
で
、
死
刑
を
執
行
し
た
者
の
中
に
は
誤
判
に

よ
る
無
実
の
者
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
な
い
も
の
と
確
信
し
て
い
る
」
と
し
て
い
る
。
一
連
の
制
度
を
担
う
人
的

基
盤
も
十
分
に
整
備
さ
れ
て
き
た
と
考
え
て
い
い
の
か
。
司
法
制
度
改
革
審
議
会
は
裁
判
官
、
検
事
、
裁
判
所
職

七



員
、
検
察
庁
職
員
の
大
幅
増
員
を
提
言
し
た
が
、
も
し
か
す
る
と
、
制
度
は
あ
る
が
、
人
的
基
盤
は
不
十
分
と
い
う

こ
と
か
。
そ
れ
で
「
確
信
」
で
き
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。
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